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アンギュラコンタクトローラーベアリング
KXSシリーズ

KMF-KXS アンギュラコンタクトローラーベアリングは、焼き入れ硬化されたシートメタル製内外輪と
樹脂製保持器と円筒ころで構成されています。このベアリングは分離型で個々の部品を個別に組み立て
ることが出来るため、組み立てが容易です。KXSは他のアンギュラーベアリングと比較して断面が非常
に小さいのが特徴で、必要な設置スペースに対して高い耐荷重とモーメント荷重を持ちます。
内外輪は精密に塑性加工、硬化、研磨されており、非常に高い精度が実現されます。
高い負荷容量、高精度、および剛性が求められる場合は、アンギュラコンタクトローラーベアリング
KXSが最適です。
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設計と安全に関するガイドライン

動的荷重容量と寿命材料の疲労挙動によって、転がり軸受の動的荷重容量が決まり
ます。動的荷重容量は、DIN ISO 281 に従って、基本動的荷重定格と基本定格寿命
L10 または L10h で表されます。疲労寿命は、次の要素に依存します。
■ 荷重
■ 動作速度
■ 故障が最初に発生する統計的確率
動的荷重定格 C (Ca、Cr) は、回転転がり軸受に適用されます。

基本定格寿命

基本定格寿命 L10 および L10h は、次から決定されます:

L10  10  回転
基本定格寿命L10は、同じ条件で運転した一群の軸受のうち、90%が転がり疲れに
よる材料の損傷（フレーキング）を起こさずに回転できる総回転数（単位：100万
回転）を指します。
L     h
L10に定義されている基本定格寿命ですが、動作時間で表されます
C (C  、C ) N
基本的な動アキシャルまたはラジアル荷重定格、寸法表を参照
P N
複合荷重の等価動ベアリング荷重
p –
ローラー ベアリングの寿命指数: p =
N min
運転速度

KXSベアリングは次の用途に適しています。

■ 複合荷重 (軸方向およびラジアル方向) と、同時に大きな傾斜モーメントにさらされる場合
■ 軸方向およびラジアル方向の設置スペースが小さい場合
■ 旋回動作の場合
■ 低速回転の
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アンギュラコンタクトローラーベアリング
KXSシリーズ（解説）
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